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米軍機の飛行差止
を勝ちとろう！

　
総
会
は
定
刻
の
13
時
に
平
岡
副
委
員

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
爆
同
本
部

を
代
表
し
て
大
波
委
員
長
が
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
を
許
さ
ず
、
違
法
爆

音
を
な
く
す
運
動
を
進
め
よ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
、

神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
福
田
代

表
、県
央
共
闘
会
議
・
二
分
野
事
務
局
長
、

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
・
藤
田

団
長
、
社
民
党
神
奈
川
県
連
合
・
金
子

幹
事
長
よ
り
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
に
続
い
て
総
会
議
長
に
河

津
勝
則
代
議
員
（
座
間
支
部
）
が
選
出

さ
れ
、
山
村
総
会
事
務
局
長
よ
り
「
総

会
代
議
員
定
数
66
名
中
、
出
席
代
議
員

33
名
、
委
任
状
31
名
で
総
会
構
成
人
員

を
満
た
し
て
い
る
」
と
の
資
格
審
査
報

告
が
あ
り
、
議
長
が
第
54
回
定
期
代
議

員
総
会
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
荻
窪
書
記
長
よ
り
２

０
１
３
年
度
活
動
総
括
、
中
坪
会
計
よ

り
同
一
般
会
計
報
告
、
石
塚
会
計
よ
り

同
特
別
会
計
報
告
、
川
村
会
計
監
査
よ

り
同
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
荻
窪
書
記
長
よ
り
２
０
１
４
年

度
活
動
方
針
と
し
て
、①
爆
音
解
消
と
反

基
地
強
化
、②
航
空
機
の
墜
落
・
部
品
落

下
防
止
、③
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
・
P1

哨
戒
機
配
備
撤
回
、④
秘
密
保
護
法
廃

止
、⑤
県
下
平
和
団
体
と
の
連
帯
強
化
、

⑥
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
強
化
、⑦
組
織
整

備
と
拡
大
、
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
質
疑
で
は
、

岩
野
代
議
員（
大
和
南
２
支
部
）よ
り「
支

部
の
再
建
に
取
り
組
み
、
班
体
制
が
確

立
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共

　
第
54
回
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
爆
同
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
安
倍
総
理
は
憲
法
を
違
っ
た
形
で
解

釈
し
て
戦
争
が
出
来
る
国
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
憲
法
は
ご
承
知
の
よ
う

に
日
本
の
基
本
的
な
約
束
事
を
規
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
憲
法
を
憲
法
の
条
文

を
変
え
な
い
で
、
そ
の
条
文
を
解
釈
す

に
頑
張
り
た
い
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
活
動
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
次
に
２
０
１
４
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）
が
提
案
さ
れ
承
認
。
役
員
補
充
に

つ
い
て
、
特
別
執
行
委
員
に
相
澤
義
昭

氏
（
座
間
支
部
・
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
事
務
局
長
）、
書
記
次
長
に
藤
原
康
夫

氏
（
大
和
北
２
支
部
）
の
提
案
が
あ
り
、

全
体
の
拍
手
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る

沖
縄
県
民
と
連
帯
し
、
爆
音
の
な
い
静

か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
全
会
員
が
団

結
し
て
闘
う
」
と
の
総
会
決
議
を
力
強

い
拍
手
で
採
択
し
、
大
波
委
員
長
の
音

頭
で
〝
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
〞
を
三
唱
し

て
成
功
裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
提
訴
以
来
６
年

半
の
歳
月
を
経
て
５
月
21
日
、
横
浜
地
方
裁

判
所
第
１
民
事
部
に
お
い
て
、
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
厚
木
基

地
周
辺
住
民
に
対
す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で

あ
る
」
と
し
て
損
害
賠
償
額
の
増
額
を
認
め
、

自
衛
隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
〜
午
前
６
時
）

飛
行
差
し
止
め
を
命
ず
る
画
期
的
な
も
の
で

し
た
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
に
つ
い
て
の
み
で
は
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
い
ず

れ
も
門
前
払
い
さ
れ
て
き
た
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
、
一
歩
で
も
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き

た
点
は
、
今
後
の
闘
い
の
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
厚
木
爆
同
と
原
告
団
の
40
年

近
く
に
わ
た
る
爆
音
訴
訟
の
継
続
と
、
全
国

的
な
基
地
訴
訟
運
動
の
広
が
り
に
よ
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
も
激
し
い
爆
音
を
ま
き
散
ら

し
て
い
る
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、「
日

本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
」
と
の
判
断
か
ら
、
今
回
も
差
し
止
め
請

求
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。「
米
軍
機
の
飛
行

差
し
止
め
」
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
爆
音

問
題
の
解
決
は
な
く
、
大
き
な
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
た
め
、
私
た
ち
の
闘
い
は
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。

　
第
四
次
訴
訟
原
告
団
は
「
米
軍
機
の
飛
行

差
し
止
め
が
認
め
ら
れ
ず
、
自
衛
隊
機
の
飛

行
差
し
止
め
時
間
も
十
分
で
は
な
い
」
と
し

て
、
控
訴
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
厚

木
爆
同
は
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て
、「
爆

音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
」
ま
で

闘
い
続
け
ま
す
。

　
会
員
の
声
を
反
映
さ
せ
た
組
織
運
営
と
す

る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も
７
月
か

ら
「
訪
問
支
部
会
議
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
が
厚

木
爆
同
の
全
支
部
（
11
支
部
）
を
訪
ね
、
支

部
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性

化
に
む
け
て
の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

出
さ
れ
た
声
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
反
映
さ

せ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
従
来
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら

の
指
示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組

み
入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　「
平
成
26
年
度
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
総

会
」
が
５
月
22
日
、
大
和
市
役
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
題
は
、
基
地
対
策
協
議
会
委

員
の
確
認
、
規
約
の
一
部
改
正
、
前
年
度
事

業
報
告
、
新
年
度
計
画
・
予
算
、
委
員
の
所

属
部
会
な
ど
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
私
は
第
２
部
会
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
が
、

第
２
部
会
で
は
①
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
硫
黄
島
全
面
移

転
の
促
進
、②
航
空
機
騒
音
の
負
担
軽
減
、③

厚
木
基
地
周
辺
の
環
境
や
安
全
対
策
の
三
点

が
所
管
事
項
で
あ
り
、
私
た
ち
爆
同
の
活
動

と
直
接
的
に
関
係
す
る
内
容
で
す
。
　
　
　

　
私
は
爆
同
会
員
の
皆
様
の
声
や
提
案
を
委

員
会
に
反
映
し
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　（
厚
木
爆
同
書
記
次
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
康
夫

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
さ
ん

や
爆
同
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
、
米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
激
烈

な
爆
音
に
み
ま
わ
れ
、
耐
え
難
い
状
況
を
解

消
す
る
た
め
、
司
法
の
場
に
訴
え
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、「
爆
音
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
も
の
で
あ
り
、
違
法
な
爆
音
で
あ
る
」
と

の
判
決
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
訪
問

員
（
取
り
立
て
人
）
は
、
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
来
て
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

帰
ろ
う
と
も
せ
ず
、
な
か
に
は
大
声
を
あ
げ

て
「
支
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
も
辞
さ
な
い
」

な
ど
と
い
う
強
い
口
調
で
受
信
料
の
支
払
い

を
迫
っ
て
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
制
度
そ
の
も

の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
の
音
が
か

き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地
域
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
を
国
（
爆
音
加
害
者
）
が
、
全
額

を
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動
（
受
信
料

不
払
い
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
は
、
受
信
料
の

支
払
い
に
つ
い
て
判
断
の
分
か
れ
た
判
決
が

出
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、「
訪
問

員
の
多
数
回
の
訪
問
や
電
話
連
絡
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
対

応
窓
口
変
更
通
知
や
受
信
料
特
別
対
策
セ
ン

タ
ー
が
窓
口
と
な
る
通
知
」
な
ど
の
前
兆
が

あ
っ
た
ら
、
個
人
で
解
決
せ
ず
に
厚
木
爆
同

事
務
所
に
必
ず
連
絡
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
さ
ら
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
訪
問
員
の
恐
喝
め

い
た
態
度
で
の
訪
問
が
増
え
て
お
り
、
特
に

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
、
女
性
に
対
し
て
の

激
し
い
言
葉
づ
か
い
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
訪
問
員
へ
の
教
育
指
導
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
苦
情
窓
口

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
、
さ
る
４
月
15
日
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業
セ
ン
タ
ー

所
長
に
対
し
て
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

苦
情
窓
口
☎
０
４
６-

２
３
５-

７
０
０
０

る
事
で
、
今
ま
で
と
違
っ
た
方
向
に
歩

も
う
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
そ
う
な
れ
ば
基
地
近
隣
住
民
の
私
た

ち
の
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
そ
れ
は
基
地
が
固
定
化
し

強
化
拡
大
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
　

　
こ
れ
ま
で
も
平
和
憲
法
９
条
が
あ
り

な
が
ら
、
個
別
的
自
衛
権
の
確
立
と
言

う
形
で
軍
備
を
増
強
し
て
き
ま
し
た
。

今
度
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
と
言

う
事
で
、
自
分
の
国
が
侵
略
さ
れ
な
く

て
も
仲
良
く
し
て
い
る
国
が
攻
撃
を
受

け
た
ら
戦
争
を
す
る
事
が
出
来
る
と
し

て
い
ま
す
。
戦
争
が
出
来
る
国
に
な
る

と
言
う
事
は
、
現
在
世
界
で
最
も
多
く

の
戦
争
を
行
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
と
日

本
が
、
一
緒
に
な
っ
て
戦
争
す
る
事
を

意
味
し
ま
す
。
全
て
に
お
い
て
軍
事
が

優
先
さ
れ
生
活
を
破
壊
さ
れ
る
懸
念
が

広
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
特
定
秘
密
保
護

法
は
軍
事
関
係
を
特
定
秘
密
に
し
、
基

地
被
害
を
無
く
す
私
た
ち
の
反
基
地
・

平
和
運
動
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
現
在
で
も
軍
事
が
優
先
さ
れ
る

基
地
政
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

許
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
艦
載
機
の
離
着
陸
訓
練
は
全
く
酷
い

状
況
で
す
。
昨
年
は
夜
中
に
公
然
と
爆

音
を
轟
か
せ
て
航
空
機
が
飛
び
ま
し
た
。

近
年
部
品
落
下
事
故
が
多
く
な
り
航
空

機
の
墜
落
の
危
険
性
も
非
常
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
以
上
生
活
が
破
壊
さ

れ
る
状
況
を
許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
組
織
を
強
化
し
て
、
市
民
意
識
を

高
め
、
違
法
爆
音
を
無
く
す
運
動
を
進

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
厚
木
爆
同
第
54
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
10
日
、
大
和
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
一
年
間
の
総
括

と
活
動
方
針
を
決
定
。
安
倍
政
権
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
な
ど
軍

事
優
先
に
反
対
し
、
爆
音
解
消
へ
ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
米
軍
が
日
本
に
お
い
て
「
施
設
及
び

区
域
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
」

と
し
た
日
米
安
保
条
約
６
条
は
、「（
そ

れ
ら
の
）
使
用
並
び
に
日
本
国
に
お
け

る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
は
別
の
協
定
及

び
合
意
さ
れ
る
他
の
取
り
決
め
に
よ
り

規
律
さ
れ
る
」
と
続
き
ま
す
（
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
は
「
施
設
及
び
区
域
」
は

土
地
と
水
面
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
空

域
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
）。

　
条
約
に
は
枠
組
み
だ
け
を
示
し
、
具

体
的
な
基
地
提
供
の
方
法
や
、
米
軍
及
び
米

軍
人
の
特
権
を
法
的
に
保
障
す
る
た
め
の
取

り
決
め
が
こ
の
悪
名
高
い
日
米
地
位
協
定
で

あ
り
、
非
公
開
の
合
同
委
員
会
に
よ
る
合
意

な
の
で
す
。

　
◆
米
軍
が
望
む
所
は
ど
こ
で
も
基
地
に
で

き
る
◆
排
他
的
な
管
理
権
を
認
め
ら
れ
、
造

成
も
環
境
汚
染
も
や
り
放
題
。
返
還
時
の
回

復
義
務
も
な
い
◆
日
本
の
航
空
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
超
低
空
飛
行
訓
練
が
で
き
る
◆
米

兵
に
よ
る
犯
罪
を
日
本
側
で
裁
く
こ
と
は
殆

ど
で
き
な
い
◆
税
金
や
公
共
料
金
が
免
除
さ

れ
て
い
る
◆
米
軍
構
成
員
は
、
出
入
国
に
際

し
て
旅
券
も
ビ
ザ
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。等
々

　「
軍
事
占
領
状
態
」
の
継
続
が
こ
の
協
定
の

目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
が
そ
れ
を
望
む

の
は
あ
る
意
味
当
然
で
、
問
題
は
日
本
側
の

対
応
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
爆
音
訴
訟
で
登

場
す
る
地
位
協
定
Ⅱ
４
ｂ（
自
衛
隊
基
地
の
米

軍
利
用
）
も
60
年
代
に
基
地
の
維
持
に
困
っ

た
米
軍
に
対
し
、
日
本
側
か
ら
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。「
庇
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら
れ
る
」

と
い
う
故
事
が
あ
り
ま
す
が
、
庇
の
下
ど
こ

ろ
か
母
屋
に
招
き
入
れ
て
い
る
の
が
外
務
省

を
中
心
に
し
た
日
本
政
府
な
の
で
す
。

こ
こ
が

気
に
な
る

「
地
位
協
定
」
っ
て
ナ
ニ
？

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
許
さ
な
い

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
許
さ
な
い

沖
縄
と
連
帯
し
爆
音
の
な
い
空
を

沖
縄
と
連
帯
し
爆
音
の
な
い
空
を

戦
争
が
で
き
る
国

―
厚
木
爆
同
第
54
回
定
期
代
議
員
総
会
―

―
厚
木
爆
同
第
54
回
定
期
代
議
員
総
会
―

基
地
対
策
協
議
会
に

　
　市
民
の
声
を
反
映

「
訪
問
支
部
会
議
」に
参
加
し
よ
う

「
訪
問
支
部
会
議
」に
参
加
し
よ
う

本
部
役
員
と
意
見
交
換
を

〝
米
軍
機
を
止
め
ろ
！
〞

〝
米
軍
機
を
止
め
ろ
！
〞

厚
木
爆
音
訴
訟
団
が
控
訴
決
定

軍
事
優
先
・
生
活
破
壊
を
許
さ
な
い

軍
事
優
先
・
生
活
破
壊
を
許
さ
な
い

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

委員長挨拶（要旨）

厚
木
爆
同
委
員
長

　大
波

　修
二

〝
受
信
料
の
全
額
免
除
を
〞

〝
受
信
料
の
全
額
免
除
を
〞

国
（
爆
音
加
害
者
）
が
負
担
す
べ
き

爆
音
解
消
へ
ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
第
54
回
総
会

約
40
年
の
爆
音
訴
訟
の
継
続
に
よ
り

勝
ち
取
っ
た
「
飛
行
差
し
止
め
」
判
決
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米軍機の飛行差止
を勝ちとろう！

　
総
会
は
定
刻
の
13
時
に
平
岡
副
委
員

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
爆
同
本
部

を
代
表
し
て
大
波
委
員
長
が
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
を
許
さ
ず
、
違
法
爆

音
を
な
く
す
運
動
を
進
め
よ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
、

神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
福
田
代

表
、県
央
共
闘
会
議
・
二
分
野
事
務
局
長
、

第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
・
藤
田

団
長
、
社
民
党
神
奈
川
県
連
合
・
金
子

幹
事
長
よ
り
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
に
続
い
て
総
会
議
長
に
河

津
勝
則
代
議
員
（
座
間
支
部
）
が
選
出

さ
れ
、
山
村
総
会
事
務
局
長
よ
り
「
総

会
代
議
員
定
数
66
名
中
、
出
席
代
議
員

33
名
、
委
任
状
31
名
で
総
会
構
成
人
員

を
満
た
し
て
い
る
」
と
の
資
格
審
査
報

告
が
あ
り
、
議
長
が
第
54
回
定
期
代
議

員
総
会
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
荻
窪
書
記
長
よ
り
２

０
１
３
年
度
活
動
総
括
、
中
坪
会
計
よ

り
同
一
般
会
計
報
告
、
石
塚
会
計
よ
り

同
特
別
会
計
報
告
、
川
村
会
計
監
査
よ

り
同
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
荻
窪
書
記
長
よ
り
２
０
１
４
年

度
活
動
方
針
と
し
て
、①
爆
音
解
消
と
反

基
地
強
化
、②
航
空
機
の
墜
落
・
部
品
落

下
防
止
、③
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
・
P1

哨
戒
機
配
備
撤
回
、④
秘
密
保
護
法
廃

止
、⑤
県
下
平
和
団
体
と
の
連
帯
強
化
、

⑥
厚
木
爆
音
訴
訟
支
援
強
化
、⑦
組
織
整

備
と
拡
大
、
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
質
疑
で
は
、

岩
野
代
議
員（
大
和
南
２
支
部
）よ
り「
支

部
の
再
建
に
取
り
組
み
、
班
体
制
が
確

立
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共

　
第
54
回
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
爆
同
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
安
倍
総
理
は
憲
法
を
違
っ
た
形
で
解

釈
し
て
戦
争
が
出
来
る
国
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
憲
法
は
ご
承
知
の
よ
う

に
日
本
の
基
本
的
な
約
束
事
を
規
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
憲
法
を
憲
法
の
条
文

を
変
え
な
い
で
、
そ
の
条
文
を
解
釈
す

に
頑
張
り
た
い
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
活
動
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
次
に
２
０
１
４
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）
が
提
案
さ
れ
承
認
。
役
員
補
充
に

つ
い
て
、
特
別
執
行
委
員
に
相
澤
義
昭

氏
（
座
間
支
部
・
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
事
務
局
長
）、
書
記
次
長
に
藤
原
康
夫

氏
（
大
和
北
２
支
部
）
の
提
案
が
あ
り
、

全
体
の
拍
手
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る

沖
縄
県
民
と
連
帯
し
、
爆
音
の
な
い
静

か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
全
会
員
が
団

結
し
て
闘
う
」
と
の
総
会
決
議
を
力
強

い
拍
手
で
採
択
し
、
大
波
委
員
長
の
音

頭
で
〝
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
〞
を
三
唱
し

て
成
功
裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
は
提
訴
以
来
６
年

半
の
歳
月
を
経
て
５
月
21
日
、
横
浜
地
方
裁

判
所
第
１
民
事
部
に
お
い
て
、
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
厚
木
基

地
周
辺
住
民
に
対
す
る
爆
音
被
害
は
違
法
で

あ
る
」
と
し
て
損
害
賠
償
額
の
増
額
を
認
め
、

自
衛
隊
機
の
夜
間
（
午
後
10
時
〜
午
前
６
時
）

飛
行
差
し
止
め
を
命
ず
る
画
期
的
な
も
の
で

し
た
。

　
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
る
飛
行
差
し
止
め

が
、
自
衛
隊
機
に
つ
い
て
の
み
で
は
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
の
基
地
爆
音
訴
訟
で
い
ず

れ
も
門
前
払
い
さ
れ
て
き
た
差
し
止
め
の
厚

い
壁
を
、
一
歩
で
も
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き

た
点
は
、
今
後
の
闘
い
の
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
厚
木
爆
同
と
原
告
団
の
40
年

近
く
に
わ
た
る
爆
音
訴
訟
の
継
続
と
、
全
国

的
な
基
地
訴
訟
運
動
の
広
が
り
に
よ
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
も
激
し
い
爆
音
を
ま
き
散
ら

し
て
い
る
米
軍
機
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、「
日

本
が
米
軍
の
活
動
を
制
限
す
る
根
拠
が
な

い
」
と
の
判
断
か
ら
、
今
回
も
差
し
止
め
請

求
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。「
米
軍
機
の
飛
行

差
し
止
め
」
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
爆
音

問
題
の
解
決
は
な
く
、
大
き
な
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
た
め
、
私
た
ち
の
闘
い
は
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。

　
第
四
次
訴
訟
原
告
団
は
「
米
軍
機
の
飛
行

差
し
止
め
が
認
め
ら
れ
ず
、
自
衛
隊
機
の
飛

行
差
し
止
め
時
間
も
十
分
で
は
な
い
」
と
し

て
、
控
訴
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
厚

木
爆
同
は
原
告
団
と
一
体
と
な
っ
て
、「
爆

音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
」
ま
で

闘
い
続
け
ま
す
。

　
会
員
の
声
を
反
映
さ
せ
た
組
織
運
営
と
す

る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も
７
月
か

ら
「
訪
問
支
部
会
議
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
訪
問
支
部
会
議
は
、
本
部
役
員
が
厚

木
爆
同
の
全
支
部
（
11
支
部
）
を
訪
ね
、
支

部
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
支
部
活
動
の
活
性

化
に
む
け
て
の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

出
さ
れ
た
声
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
反
映
さ

せ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
従
来
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
本
部
か
ら

の
指
示
）
に
よ
る
組
織
運
営
だ
け
で
は
な
く
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
（
会
員
の
声
を
反
映
）
を
組

み
入
れ
た
組
織
運
営
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　「
平
成
26
年
度
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
総

会
」
が
５
月
22
日
、
大
和
市
役
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
題
は
、
基
地
対
策
協
議
会
委

員
の
確
認
、
規
約
の
一
部
改
正
、
前
年
度
事

業
報
告
、
新
年
度
計
画
・
予
算
、
委
員
の
所

属
部
会
な
ど
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
私
は
第
２
部
会
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
が
、

第
２
部
会
で
は
①
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
硫
黄
島
全
面
移

転
の
促
進
、②
航
空
機
騒
音
の
負
担
軽
減
、③

厚
木
基
地
周
辺
の
環
境
や
安
全
対
策
の
三
点

が
所
管
事
項
で
あ
り
、
私
た
ち
爆
同
の
活
動

と
直
接
的
に
関
係
す
る
内
容
で
す
。
　
　
　

　
私
は
爆
同
会
員
の
皆
様
の
声
や
提
案
を
委

員
会
に
反
映
し
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　（
厚
木
爆
同
書
記
次
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
康
夫

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
さ
ん

や
爆
同
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
、
米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
激
烈

な
爆
音
に
み
ま
わ
れ
、
耐
え
難
い
状
況
を
解

消
す
る
た
め
、
司
法
の
場
に
訴
え
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、「
爆
音
は
受
忍
の
限
度
を
超
え

る
も
の
で
あ
り
、
違
法
な
爆
音
で
あ
る
」
と

の
判
決
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
訪
問

員
（
取
り
立
て
人
）
は
、
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
来
て
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

帰
ろ
う
と
も
せ
ず
、
な
か
に
は
大
声
を
あ
げ

て
「
支
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
も
辞
さ
な
い
」

な
ど
と
い
う
強
い
口
調
で
受
信
料
の
支
払
い

を
迫
っ
て
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
制
度
そ
の
も

の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

航
空
機
の
爆
音
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
の
音
が
か

き
消
さ
れ
、
ま
と
も
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
音
被
害
地
域
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
を
国
（
爆
音
加
害
者
）
が
、
全
額

を
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
受
信

料
の
全
額
免
除
に
む
け
て
の
行
動
（
受
信
料

不
払
い
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
裁
判
で
は
、
受
信
料
の

支
払
い
に
つ
い
て
判
断
の
分
か
れ
た
判
決
が

出
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、「
訪
問

員
の
多
数
回
の
訪
問
や
電
話
連
絡
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
対

応
窓
口
変
更
通
知
や
受
信
料
特
別
対
策
セ
ン

タ
ー
が
窓
口
と
な
る
通
知
」
な
ど
の
前
兆
が

あ
っ
た
ら
、
個
人
で
解
決
せ
ず
に
厚
木
爆
同

事
務
所
に
必
ず
連
絡
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
さ
ら
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
訪
問
員
の
恐
喝
め

い
た
態
度
で
の
訪
問
が
増
え
て
お
り
、
特
に

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
、
女
性
に
対
し
て
の

激
し
い
言
葉
づ
か
い
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
訪
問
員
へ
の
教
育
指
導
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
苦
情
窓
口

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
、
さ
る
４
月
15
日
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
か
な
が
わ
西
営
業
セ
ン
タ
ー

所
長
に
対
し
て
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

苦
情
窓
口
☎
０
４
６-

２
３
５-

７
０
０
０

る
事
で
、
今
ま
で
と
違
っ
た
方
向
に
歩

も
う
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
そ
う
な
れ
ば
基
地
近
隣
住
民
の
私
た

ち
の
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
そ
れ
は
基
地
が
固
定
化
し

強
化
拡
大
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
　

　
こ
れ
ま
で
も
平
和
憲
法
９
条
が
あ
り

な
が
ら
、
個
別
的
自
衛
権
の
確
立
と
言

う
形
で
軍
備
を
増
強
し
て
き
ま
し
た
。

今
度
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
と
言

う
事
で
、
自
分
の
国
が
侵
略
さ
れ
な
く

て
も
仲
良
く
し
て
い
る
国
が
攻
撃
を
受

け
た
ら
戦
争
を
す
る
事
が
出
来
る
と
し

て
い
ま
す
。
戦
争
が
出
来
る
国
に
な
る

と
言
う
事
は
、
現
在
世
界
で
最
も
多
く

の
戦
争
を
行
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
と
日

本
が
、
一
緒
に
な
っ
て
戦
争
す
る
事
を

意
味
し
ま
す
。
全
て
に
お
い
て
軍
事
が

優
先
さ
れ
生
活
を
破
壊
さ
れ
る
懸
念
が

広
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
特
定
秘
密
保
護

法
は
軍
事
関
係
を
特
定
秘
密
に
し
、
基

地
被
害
を
無
く
す
私
た
ち
の
反
基
地
・

平
和
運
動
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
現
在
で
も
軍
事
が
優
先
さ
れ
る

基
地
政
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

許
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
艦
載
機
の
離
着
陸
訓
練
は
全
く
酷
い

状
況
で
す
。
昨
年
は
夜
中
に
公
然
と
爆

音
を
轟
か
せ
て
航
空
機
が
飛
び
ま
し
た
。

近
年
部
品
落
下
事
故
が
多
く
な
り
航
空

機
の
墜
落
の
危
険
性
も
非
常
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
以
上
生
活
が
破
壊
さ

れ
る
状
況
を
許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
組
織
を
強
化
し
て
、
市
民
意
識
を

高
め
、
違
法
爆
音
を
無
く
す
運
動
を
進

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
厚
木
爆
同
第
54
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
10
日
、
大
和
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
一
年
間
の
総
括

と
活
動
方
針
を
決
定
。
安
倍
政
権
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
な
ど
軍

事
優
先
に
反
対
し
、
爆
音
解
消
へ
ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
米
軍
が
日
本
に
お
い
て
「
施
設
及
び

区
域
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
」

と
し
た
日
米
安
保
条
約
６
条
は
、「（
そ

れ
ら
の
）
使
用
並
び
に
日
本
国
に
お
け

る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
は
別
の
協
定
及

び
合
意
さ
れ
る
他
の
取
り
決
め
に
よ
り

規
律
さ
れ
る
」
と
続
き
ま
す
（
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
は
「
施
設
及
び
区
域
」
は

土
地
と
水
面
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
空

域
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
）。

　
条
約
に
は
枠
組
み
だ
け
を
示
し
、
具

体
的
な
基
地
提
供
の
方
法
や
、
米
軍
及
び
米

軍
人
の
特
権
を
法
的
に
保
障
す
る
た
め
の
取

り
決
め
が
こ
の
悪
名
高
い
日
米
地
位
協
定
で

あ
り
、
非
公
開
の
合
同
委
員
会
に
よ
る
合
意

な
の
で
す
。

　
◆
米
軍
が
望
む
所
は
ど
こ
で
も
基
地
に
で

き
る
◆
排
他
的
な
管
理
権
を
認
め
ら
れ
、
造

成
も
環
境
汚
染
も
や
り
放
題
。
返
還
時
の
回

復
義
務
も
な
い
◆
日
本
の
航
空
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
超
低
空
飛
行
訓
練
が
で
き
る
◆
米

兵
に
よ
る
犯
罪
を
日
本
側
で
裁
く
こ
と
は
殆

ど
で
き
な
い
◆
税
金
や
公
共
料
金
が
免
除
さ

れ
て
い
る
◆
米
軍
構
成
員
は
、
出
入
国
に
際

し
て
旅
券
も
ビ
ザ
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。等
々

　「
軍
事
占
領
状
態
」
の
継
続
が
こ
の
協
定
の

目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
が
そ
れ
を
望
む

の
は
あ
る
意
味
当
然
で
、
問
題
は
日
本
側
の

対
応
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
爆
音
訴
訟
で
登

場
す
る
地
位
協
定
Ⅱ
４
ｂ（
自
衛
隊
基
地
の
米

軍
利
用
）
も
60
年
代
に
基
地
の
維
持
に
困
っ

た
米
軍
に
対
し
、
日
本
側
か
ら
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。「
庇
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら
れ
る
」

と
い
う
故
事
が
あ
り
ま
す
が
、
庇
の
下
ど
こ

ろ
か
母
屋
に
招
き
入
れ
て
い
る
の
が
外
務
省

を
中
心
に
し
た
日
本
政
府
な
の
で
す
。

こ
こ
が

気
に
な
る

「
地
位
協
定
」
っ
て
ナ
ニ
？

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
許
さ
な
い

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
許
さ
な
い

沖
縄
と
連
帯
し
爆
音
の
な
い
空
を

沖
縄
と
連
帯
し
爆
音
の
な
い
空
を

戦
争
が
で
き
る
国

―
厚
木
爆
同
第
54
回
定
期
代
議
員
総
会
―

―
厚
木
爆
同
第
54
回
定
期
代
議
員
総
会
―

基
地
対
策
協
議
会
に

　
　市
民
の
声
を
反
映

「
訪
問
支
部
会
議
」に
参
加
し
よ
う

「
訪
問
支
部
会
議
」に
参
加
し
よ
う

本
部
役
員
と
意
見
交
換
を

〝
米
軍
機
を
止
め
ろ
！
〞

〝
米
軍
機
を
止
め
ろ
！
〞

厚
木
爆
音
訴
訟
団
が
控
訴
決
定

軍
事
優
先
・
生
活
破
壊
を
許
さ
な
い

軍
事
優
先
・
生
活
破
壊
を
許
さ
な
い

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

護
憲
大
会
に
参
加
し
て

委員長挨拶（要旨）

厚
木
爆
同
委
員
長

　大
波

　修
二

〝
受
信
料
の
全
額
免
除
を
〞

〝
受
信
料
の
全
額
免
除
を
〞

国
（
爆
音
加
害
者
）
が
負
担
す
べ
き

爆
音
解
消
へ
ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
第
54
回
総
会

約
40
年
の
爆
音
訴
訟
の
継
続
に
よ
り

勝
ち
取
っ
た
「
飛
行
差
し
止
め
」
判
決


